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昨今のエネルギー・環境問題の観点から、太陽電池、二次電池、燃料電池などの性能向上や新

規電池の実用化は急務な課題として、非常に活発に研究・開発が行われている。新しい材料や構

造の模索、プロセスの改良など進んでいるが、詳細な構造、原理、反応メカニズム、劣化メカニ

ズムなどについて明らかになっていない部分も多い。我々は、そのような環境・エネルギー材料

の基礎的な理解を測るため、透過型電子顕微鏡（TEM）を用いた解析を行っている。TEMは、ナノ

スケールで材料を観察・分析することができる計測技術の一つである。しかし、試料形状には制

限があり、イオンなどで加工する必要がある。また、一般的には、真空中暗所での観察となる。

一方、リチウムイオン電池のような二次電池材料は大気に曝すことができない材料が多い。その

ため、TEM観察用試料作製や観察準備が非常に難しい。また、材料は様々な環境で使われること

が多く、太陽電池のように光照射下、燃料電池は高温下、電場印加状態などで使用されている。

そのため、通常のTEM観察結果からでは、作動時の材料について考察するのに不十分なことがあ

る。 

そこで、我々は、大気非暴露の試料準備や作動環境下に近い状態でその場観察を行うことを目

指し、様々なTEM試料ホルダーの開発をしている。サイドエントリー型のTEM試料ホルダーは、

TEM本体とは独立しており、開発・改造がしやすく、既存のTEMを利用してシステム開発が行える。

開発したTEM試料ホルダーシステムを用いて、界面や粒界の観察、エネルギー分散型X線分光法や

電子エネルギー損失分光法などによる元素や価数マッピング、電子線ホログラフィーによる電位

分布観察など、作動中の環境・エネルギー材料を解析する手法を開発している。本講演では、環

境・エネルギー材料を観察するために開発しているTEM試料ホルダー―光照射、高温ガス雰囲気、

大気遮断TEM試料ホルダーなどについて紹介する。 

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2013 秋　同志社大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

16p-C14-4

-019-


